
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０３ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 情報Ⅱ （東京書籍） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報科は，他の教科等の学びとあわせて，このような変化する社会で生きていくための資質・能

力を育むものでなければならないと考えている。情報科では，情報に関する科学的な見方・考え

方を重視するとともに，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する

ための知識及び技能，実際に活用する力，情報社会に主体的に参画する態度を身につけてほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動

を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的，創造的に活用し，情報社会

に主体的に参画し，その発展に寄与するための資質・能力を次のとおり育成することを目ざす。 

（ａ）多様なコミュニケーションの実現，情報システムや多様なデータの活用について理解を深め技

能を習得するとともに，情報技術の発展と社会の変化について理解を深めるようにする。 

（ｂ）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適

切かつ効果的，創造的に活用する力を養う。 

（ｃ）情報と情報技術を適切に活用するとともに，新たな価値の創造を目ざし，情報社会に主体的に

参画し，その発展に寄与する態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術についての

知識と技能，情報と情報技

術を活用して問題を発見・

解決する方法についての知

識と技能を身に付けるとと

もに，情報社会と人との関

わりについては，情報に関

する法規や制度及びマナ

ー，個人が果たす役割や責

任等について，情報と情報

技術の理解と併せて身に付

ける。 

情報に関する科学的な見方・

考え方を働かせ，さまざまな

事象を情報とその結び付き

の視点から捉え，複数の情報

を結び付けて新たな意味を

見いだす力を養うとともに，

問題を発見・解決する各段階

で情報と情報技術を活用す

る過程を振り返り改善する

ことで，情報と情報技術を適

切かつ効果的に活用する力

を養う。 

情報と情報技術を適切に活

用することを通して，法規や

制度及びマナーを守ろうと

する態度，情報セキュリティ

を確保しようとする態度な

どの情報モラルを養い，これ

らを踏まえて情報と情報技

術を活用することで情報社

会に主体的に参画する態度

を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 



 

※令和４年度以降入学生用 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

情
報
社
会
の
進
展
と
情
報
技
術 

・情報技術の発展と生

活の変化を理解する。 

・情報技術が進歩し，

情報システムがさまざ

まな分野で活用されて

いることを理解する。 

・情報システムによる

情報の流れを体験し，

理解する。 

・情報システムによる

情報の流れを知り，情

報モラルや法整備の重

要性を理解する。 

a: 情報技術を適切に活用す

る方法を理解している。 

b: 情報社会の進展で発生し

うる問題に対応する方法を考

えることができる。 

c: 情報社会の進展で発生し

うる問題に対応するにはどう

したらいいか考えようとして

いる。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化 

・コミュニケーション

手段の分類や特徴を意

識し，考える。 

・状況に適したコミュ

ニケーションの手段を

考える。 

・うわさの研究を通し

てコミュニケーション

の手法によってどのよ

うに情報が伝わるかを

研究する。 

・情報の抽象化・可視

化・構造化を理解する。 

・人に優しく効果的な

コミュニケーションの

ためのデザインを学習

する。 

・効果的な情報デザイ

ンとはどのようなもの

か理解する。 

a: コミュニケーション手段

の特徴を理解している。 

b: 情報デザインが効果的に

用いられている事例を判断す

ることができる。 

c: 情報デザインが効果的に

用いられている事例を判断し

ようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

人
間
の
知
的
活
動
へ
の
影
響 

・人工知能やロボット

などの情報技術と生活

の変化を理解する。 

・身近な情報システム

や人工知能の影響など

の問題について学習す

る。 

a: 社会を支える情報システ

ムついて理解している。 

b: 身近な情報システムにつ

いて、どのようなシステムが

連携しているのか考えること

ができる。 

c: 身近な情報システムにつ

いて、どのようなシステムが

連携しているのか考えようと

している。 

ﾜｰｸｼｰﾄ  ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

メ
デ
ィ
ア
の
特
性
と
利
用 

・メディアの特性につ

いて学習する。 

・広告による，メディ

アの特性を利用したメ

ディアの利用を知る。 

・メディアミックスや

クロスメディアの考え

方を理解する。 

・学校 PRの目的と，コ

ミュニケーションの特

徴，メディアの特性か

ら適切な学校 PR 方法

を検討する。 

a: コミュニケーションの形

態とメディアの利用について

理解している。 

b: 効果的なコミュニケーシ

ョンの形態とメディアの特性

との組み合わせを判断するこ

とができる。 

c: 目的や状況に応じた効果

的なコミュニケーションの形

態とメディアの特性との組み

合わせを考えようとしてい

る。 

ﾜｰｸｼｰﾄ  ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作 

・学校 PR プロジェク

トに取り組むことで，

アクセシビリティやユ

ニバーサルデザインを

考えた情報コンテンツ

の作成を学習する。 

・画像による表現，音

による表現，動画によ

る表現のメリットデメ

リットを考え，情報の

受け手を意識した学校

PR のコンテンツ制作

をする。 

・情報発信について，

情報の獲得の仕方によ

る分類を学習する。 

・ソーシャルメディア

による情報発信につい

て学習する。 

・広告による情報発信

について，特にペイド

メディア，ネイティブ

アド，ターゲティング

広告の存在を知る。 

・コンバージョンの考

え方を知り，活用する。 

a:メディアの特性を理解して

いる。 

b: Web サイトの CVR と PV の

改善方法について考えること

ができる。 

c: Web サイトの CVR と PV の

改善方法について考えようと

している。 

ﾜｰｸｼｰﾄ  ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

２
学
期 

社
会
に
あ
ふ
れ
る
デ
ー
タ 

・データの分類や特性

を理解する。 

・データベース管理シ

ステムの特徴を理解す

る。 

・構造化データと非構

造化データを具体例か

ら知る。 

a: データの特性を理解して

いる。 

b: データの種類を判断する

ことができる。 

c: データの種類を判断しよ

うとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ  ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
と
操

作
れ 

・関係データベースに

ついて学習する。 

・正規化を具体的にど

のようなものか知る。 

・関係データベースの

演算について学習す

る。 

a: データベースの演算を理

解している。 

b: データベースを操作する

ための命令を考えることがで

きる。 

c: 現在貸出中の書籍の書名

と著作名を考えようとしてい

る。 

ﾜｰｸｼｰﾄ  制作物 ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

制作物 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

デ
ー
タ
の
収
集
と
整
理 

・データの収集方法と

収集されたデータの整

理の仕方や注意点を理

解する。 

・データを実際に収集

し，整理することでデ

ータの収集と活用する

方法を身につける。 

・テキストマイニング

実習を通して，整理し

たデータの解釈や分析

の注意点を理解する。 

・テキストマイニング

をした結果，考察をま

とめ，発表する。（ま

たは，レポートにまと

める。） 

a: データの収集の方法につ

いて理解している。 

b: 収集したデータを分析す

る方法を考えることができ

る。 

c: データを収集して分析し

ようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

制作物 

振り返

りｼｰﾄ 

制作物 

観察 

デ
ー
タ
の
分
析
と
分
類 

・相関関係と因果関係

の違いを理解する。 

・回帰分析，説明変数，

目的変数がどのような

ものか理解する。 

a: データの分析方法を理解

している。 

b: 目的に応じて分析する方

法を考えることができる。 

c: 目的に応じて分析する方

法を考えようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

モ
デ
ル
の
評
価
と
検
証 

・分析の結果できたモ

デルが適切かどうかを

考える必要性を学習す

る。 

・過剰適合や多重共線

性とその対策について

学習する。 

・ガチャのモデル化と

シミュレーションを行

う。 

・プログラムやモデル

の数式の一部を変化さ

せ，より適切なモデル

を検討したり，考察を

したりする。 

a: モデルの評価と検証につ

いて理解している。 

b: 分析結果の適切さを判断

することができる。 

c: 分析結果を評価しようと

している。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

制作物 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

制作物 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

制作物 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

機
械
学
習
と
人
工
知
能 

・機械学習と人工知能

についてデータの分析

手法の進化から学習す

る。 

・サポートベクターマ

シンについて学習す

る。 

・ニューラルネットワ

ークや深層学習を知

る。 

a: 機械学習と人工知能のデ

ータ分析の手法について理解

している。 

b: 機械学習の教師あり学習

と教師なし学習の違いを判断

することができる。 

c: 人工知能で用いられる技

術に興味を持とうとしてい

る。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

３
学
期 

情
報
シ
ス
テ
ム 

・どのような情報技術

を活用し，身近な生活

を支える情報システム

が実現されているかを

理解する。 

・仮想通貨や電子マネ

ーなど，情報システム

のサービスの利用が生

活に与える効果と影響

を考える。 

・情報システムの評価

のための基本的な考え

方を知る。 

・情報システムの信頼

性の重要さを理解し，

考え方を知る。 

a: 情報システムを構成する

情報技術を理解している。 

b: 情報システムを設計する

ために必要な信頼性ついて考

えることができる。 

c: 情報システムのサービス

が生活に与える効果と影響に

興味を持とうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術 

・情報セキュリティの

ための 3 原則を学ぶ。 

・情報セキュリティを

高めるための技術を学

習する。 

・暗号化の技術，特に

共通鍵暗号方式と公開

鍵暗号方式の仕組み，

違いを理解する。 

a: 情報セキュリティを確保

する技術について理解してい

る。 

b: 情報システムのトラブル

を防ぐための適切なセキュリ

ティ対策を考えることができ

る。 

c: 情報システムのトラブル

を防ぐためのセキュリティ対

策を考えようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
設
計 

・情報システムの設計

の流れを学習する。 

・プロジェクト・マネ

ジメントとは何か，計

画進行を管理するツー

ルについて学習する。 

・情報システムを作成

するためにチームを作

り，プロジェクト管理

を行い，システム開発

をする。 

a: 情報システム設計の流れ

について理解している。 

b: 情報システムの設計を図

式化で表現することができ

る。 

c: プロジェクト・マネジメン

トをしようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

振り返

りｼｰﾄ 

観察 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

・情報システムを開発

するうえで大切なプロ

グラムの書き方を学習

する。 

・プログラミングパラ

ダイムの考え方を知

る。 

・開発環境の存在や使

い方を学習する。 

a: プログラムを設計する方

法を理解している。 

b: 目的や設計にあったプロ

グラミング言語を判断するこ

とができる。 

c: プログラムの誤りを発見

し、修正しようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

制作物 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

制作物 

振り返

りｼｰﾄ 

制作物 

観察 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  


